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はしがき 

ノーザンディメンション（Northern Dimension＝ND）は、バルト海、北海、ロシア北西地

域等をカバーする EUの地域政策プログラムである。今日、NDはヨーロッパ自体の小宇宙

である。EU、NATO加盟国（エストニア、ラトヴィア、リトアニア、デンマーク）、非 NATO

国（フィンランド、スウェーデン）、非 EU国（アイスランド、ノルウェー）、そしていず

れも比較的小規模でロシアと地理的に近い。それ故に、この地域協力は、「分断のないヨ

ーロッパ」「ひとつのヨーロッパ」を目指すいわば実験室の役割を果たす。本共同研究は、

「拡大 EUとスラブ圏の域際交流の拡大によるヨーロッパ経済空間の再編」という分析視角

から、「EU内のミクロ地域レベルでの再編問題が EU域外の近隣諸国を含めたマクロなヨ

ーロッパ経済空間の再編問題とリンクする地域協力」の一例として NDの分析を試みた。 

 多くの海外共同研究者の参加を得たことは、本研究の大きな特徴である。それは、上述

のような研究対象そのものの性格の反映でもある。本報告書には、4人の国内研究分担者と

5人の海外共同研究者の論文が含まれている。ヴォロンツォフ氏にはロシアの現地調査で多

大なご協力を頂いた。ソハ氏、レヒティ氏は、2006年の比較経済体制学会第 5回 秋季大会

第 1分科会「ノーザンディメンション」で共同研究の成果を報告して下さり、4人の研究分

担者も報告、討論に加わった。スモロジンスカヤ氏、ハウッカラ氏と蓮見は、『ロシア・

ユーラシア経済』誌 2007年 3月号「特集 欧州北部の地域協力とロシア」に寄稿し、共同

で研究成果の報告を行った。 

 本研究が実施された2004年4月～2007年3月の3年間は、EUが15カ国から27カ国へと拡大し

た大きな変化の時期であった。EUの拡大は、EUの域外に留まる国々との共存がEU内部の

安定にとっても最重要課題となることを意味した。それは、欧州近隣諸国政策（European 

Neighbourhood Policy=ENP）の形成を促した。ENPは「域際交流の拡大によるヨーロッパ経

済空間の再編」に連なる「多元的開放型リージョナル・ガバナンス」形成の可能性を切り

開いている。これは、まさにNDの課題であった。そのため、NDそのものの独自性は薄れた

ものの、それはENPの中に生きている。そればかりではない。EUにとってロシア要因は依

然として不安定要素であるとしても、NDの枠組みの中で行われてきた様々な協力の試みは、

国境を越えた産官学の協力（トリプル・ヘリックス・モデル）に基づいたバルト海経済圏

の形成という形で結実しつつある。そこに、ロシア要因を地域の成長要因に組み込む「経

済空間の再編」の可能性が芽生え、わたしたちが共同研究を継続する必然性を生み出して

いる。 

 こうした歴史的変化の時期に国際的な共同研究を組織する機会を得て、長期にわたる共

同研究の基盤を構築し得たことは幸いであった。わたしたちの共同研究の可能性を評価し、

助成金を交付してくださった日本学術振興会に感謝する。 

2007年3月20日 

研究代表者 蓮見雄
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 直接経費 間接経費 合計 
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平成17年度 5,600,000円 0円 5,600,000円
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３．研究概要 

 

 本報告書は、14 章 3 部構成となっている。序章は、EU 統合の深化・拡大とノーザンデ

ィメンション（ND）の関連性を考察し、NDが、EU研究とロシア・スラブ研究をつなぐ重

要な研究課題であることを示している。 

 第Ⅰ部「ノーザンディメンションの理念と EU」の各論文は、「分断のないヨーロッパ」

を構築する上で NDが高い可能性をもつと同時に、EU内部のガバナンス問題にもかかわる

厳しい困難に直面していることを、それぞれ独自の分析視角から論じている。第１章は、

欧州近隣諸国政策の形成にともなって ND の存在意義そのものが問われている状況を明ら

かにしている。第 2章は、EU自身の地域政策の強化による「地域のヨーロッパ」的性格の

中にボーダー・リージョンの発展の可能性を見出し、第 3章ではそれがさらに EU域外地域

をも含む広域の地域協力の発展につながる展望を示している。第 4章は、NDが EUの北と

東への２つの拡大による結果生まれたものであり、それはさらに EU内外の広域地域間の競

争を生み出していると主張する。 

 第Ⅱ部「ノーザンディメンションに包括されるサブ広域地域の諸問題」の各論文は、い

くつかの重要なサブ広域地域に視点を定めた現状分析を行っている。第5章は現地調査に基
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づいたカレリアとフィンランドの国境域の現状を紹介している。第6章はフィンランド湾に

面するサンクトペテルブルグが急速に国際産業都市に変貌しつつあることを明らかにして

いる。第7章はバルト海地域におけるユーロリージョン（地方自治体の下からの協力）のネ

ットワークについて考察し、国家間協力に留まらず、下からの広域協力が進展しているこ

とを明らかにしている。第8章は、ポーランドとリトアニアに挟まれたロシアの「飛び地」

カリーニングラード経済の現状と新しい経済特区法について批判的に論じ、ロシア側の政

策転換の必要性を説いている。第9章は、東西ヨーロッパの中間に位置する大国ポーランド

の東部国境域の経済格差の実態を明らかにしている。 

 第Ⅲ部「ノーザンディメンションの課題別実証分析」では、NDの課題別実証分析を行っ

た。第10章は、膨大なデータを分析することによって、ポーランド東部国境域のユーロリ

ージョンの現状を詳細に明らかにしている。第11章は、こうした国境域の発展に対するEU

加盟の影響を資金移転の点から分析している。第12章は、ロシア・EU協力において最重要

課題となっているエネルギー安全保障について、EU加盟国間のエネルギー事情の相違とロ

シアのエネルギー産業の問題点に留意しながら、エネルギー安全保障がNDの枠組みにおけ

る地域協力にも大きな影響を及ぼすことを示している。第13章は、NDが困難に直面してい

る現状を認めつつ、当該地域において様々な地域協力枠組みが重層し、その中で国境を越

えた産官学の連携（トリプル・ヘリックス・モデル）がバルト経済圏というクラスター（新

しい自己認識と発展の核）を生み出しつつあることを明らかにしている。 

以上の簡単な紹介からも明らかなように、NDは「分断のないヨーロッパ」を構築する実

験室として極めて有益な協力枠組みであるが、その課題の大きさ故に様々な困難に直面し

ている。だが、かつてこの地域が東西冷戦の最前線であり国境をこえた地域協力が想像す

らできなかった時代を想起していただきたい。冷戦後、当該地域では、様々な地域協力の

試みが行われ、それはバルト海経済圏の胎動という新しい広域地域を包括する共通のアイ

デンティティの構築の可能性を生み出している。NDが困難に直面しているのは、そのミク

ロレベルの地域再編問題がEU域外の近隣諸国を含めたマクロなヨーロッパ経済空間の再編

問題、いいかえれば「ひとつのヨーロッパ」の構築という歴史的な課題と直接リンクして

いるからである。しかもそれは、EU自身の経済競争力の回復の鍵を握るリスボン戦略の成

否とも連動している。したがって、その困難は逆説的にも、その潜在的可能性の高さを示

していると考えることもできよう。この仮説の検証は、NDを包摂する地域における様々な

地域協力の試みの中で生まれてきたバルト経済圏に関する共同研究を継続することによっ

て明らかになるであろう。 

なお、海外共同研究者による論文の初期のものは邦訳などの形で紹介済であるが、本報

告書には英文の最新版を収録することとした。ロシア語とポーランド語の論文のみ、邦訳

を掲載した。また、本報告書に収録する予定であった論文の一部を、紙幅の制約から割愛

せざるを得なかった。詳細については、以下の研究成果を参照していただきたい。 
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４．研究成果 
 
（１）学会誌等 
 
蓮見雄「拡大EUの中のロシア －カリーニングラード問題－」『EUの東方拡大』日本EU学

会年報第24号、2004年9月、pp.125-143 

蓮見雄「欧州近隣諸国政策とは何か」『慶応法学』第2号、2005年3月、pp.141-187 

蓮見雄「ヨーロッパの中のロシア －地域協力の視点から」『比較経済体制研究』第12号、

2005年9月、pp.14-31 

蓮見雄「「ひとつのヨーロッパ」とボーダー・リージョンの新たな役割」立正大学『経済学

季報』第55巻1号、2005年9月、pp.163-207 

蓮見雄「EUの拡大とロシア」『ロシアの政財界における新しい潮流』（内閣府内閣調査室委

託事業報告書）、(社)ロシア東欧貿易会ロシア東欧経済研究所、2005年3月、pp.17-41 

蓮見雄「グローバル経済ガバナンス問題と国際機構・EU －｢市場との対話｣と｢市民社会と

の対話｣の両立は可能か－」『慶應法学』第５号、2006年5月、pp.155-221  

蓮見雄「エネルギー対話－ロシアとEUの同床異夢」『ロシア・ユーラシア経済調査資料』7

月号、2006年7月、pp.2-16  

蓮見雄（翻訳）N.スモロジンスカヤ著「カリーニングラード州：近代化の展望と問題点」」、

『比較経済体制研究』第13号、2006年12月、pp.75-90 

蓮見雄「欧州北部におけるクラスターの形成とロシア」『ロシア・ユーラシア経済－研究と

資料－』3月号、2007年3月、pp.38-51 

蓮見雄 （翻訳）N. スモロジンスカヤ著「グローバリゼーション時代のカリーニングラード 

－ロシア・EUの和解におけるその役割－」ロシア・ユーラシア経済－研究と資料－』3月号、

2007年3月、pp.17-37 

蓮見雄「カリーニングラード －空間と時間を超える都市」『ユーラシア研究』第36号、2007

年5月発表予定 

志摩園子「戦間期の日本―ラトヴィヤ関係の考察－（1）外交関係の始まり」『学苑』2005
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志摩園子「ラトヴィヤにおける民族・国家の形成」『歴史評論』No.665、2005年 
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Research Center, printing 
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服部倫卓「2005年の日ロ貿易」『ロシア東欧貿易調査月報』第51巻第5号、2006年 

服部倫卓「2005年のロシアの外国投資受入状況（詳報）」『ロシア東欧貿易調査月報』第51
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服部倫卓「競争が激化するロシアの液晶テレビ市場」『ロシア東欧経済速報』8月15日号、

2006年 

服部倫卓「欧州最貧国モルドバを行く」『ロシアNIS調査月報』第51巻第11号、2006年 

服部倫卓「モスクワ国際自動車見本市視察報告」『ロシアNIS調査月報』第51巻第11号、2006

年 

服部倫卓（編）『ロシア地域要覧 2006～2007』（社）ロシア東欧貿易会、2006年 
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SUMMARY OF RESEARCH RESULTS 
 

The Northern dimension (ND) is a regional policy of the EU covering not only 
regions around the Baltic Sea and the North Sea, but also north-west regions of Russia. 
ND is a microcosm of Europe itself. There are countries relatively small and proximate 
to Russia: members of both the EU and NATO (Estonia, Latvia, Lithuania and 
Denmark); non-NATO country (Finland, Sweden); and non-EU country (Iceland, 
Norway). Therefore, ND could play the role of “a laboratory of making Europe 
without dividing".  

We studied ND as a special example in which cross-border regional cooperation at 
the micro-area level in the EU is linked to macro problems of reorganizing the 
European Economy Space between the Enlarged EU and Slavic Areas. The EU 
enlarged from 15 to 27 members in the period of the study. It means that coexistence 
with the neighbouring countries is more important than ever for the stability of the EU 
itself. As a result, the European Neighbourhood Policy was formed as a new tool of the 
EU. It opens up the possibility of "plurilateral open-regional governance” towards 
reorganizing the European Economic Space by cross-border regional cooperation 
between “in” and “out” of the EU, although it is on the process of development. It is 
the problem of ND itself. Although the originality of ND is fading, its concept lives in 
European Neighbourhood Policy. Even if the Russian factor is still an unstable element, 
there emerges the regional economic cooperation - “Baltic Sea Region” based on 
cross-border regional cooperation between business, government and academia (Triple 
Helix Model) as a result of groping to various kinds of cooperation in the area of the 
ND. Now we found the possibility of changing the European Economic Space by 
including the Russian factor in the growth factor in the ND. 

 

 


